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茨城県浅海域で採集されたパケヌメリ

βγαC≠gO竹乙五γα　‖わSyYDER

石　　川　　弘　　毅

Recordofthedragonet，hculomirabilissNYDER，inthe

ShallowseaareaofIbarakiPreftcture，Japan

KokilSHIKAWA

Thedragonet，DrtLCZLloTnirdiLisSNYDER，istheonLyspeCiescharacterizedbyhavjngasingle

dorsal一nninthefhmi1yCallionymidae．

On］y16SpeCimenshave ever t尤enfoundinthe worLd，and13specimens orthem have been

SampledirLthesoutheastcoastofHokkaido．Jocated on thenortherTl parLofJapan．The rest three

SpeCimenswereobtainedatPohaiinChina．

Intheecolo由Calinvestigationsofshallowseacommunities、WehavesampledthedraBOnetOVer

80individuals，amOngthesarnplescollectedinthesandycoastareasofIbarakiPrefecture，Locatedon

thepacificcoastofHonshu，themainislandorJapan，durlngtheperlOdftom1974to1977．

Thepresentreportdealswithsomemorpholog】Calinvestigationsaboutthedragonet，Obtainedin

thesha］lowseaareas5mindepthalongthecoastofTokaiviJ］age，in】barakiPrefecture，Sep．24，1976．

BasedontheallometrlCalobservation．（hepresentauLhorfoundinthe sampIessomedi什erence

OfcharacterlSticsfromthatobtainedbyotherauthors．nameJy，lhesnoutlength and the caudalRn

lengtharelonger・andinterorbitalwidthisnarrowerrelatively・

パケヌメリ（βγαC比　O mγα最∠　∫　SNYDER）はネズッポ科魚類の中で

背鰭が1基しかないという特徴を持つ唯一の種である。

左様についてはArail）によると，Snyderが北海道苫小枚市付近の海浜で採集し

た3標太に基づき1911年に新種として発表して以来，Liが1955年に中国潮海湾で

3標本，小林・阿部が1962年に北海道門別町沖で稚魚5原木，更にAraiが1970年

に北海道様似町沿岸で5標本を採集したという報告があるに過ぎない珍しい魚である。

このようにパケ又メリが本邦において採集きれた地域は北海道沿岸にのみ限られて

いるのが特徴である。

茨城県においては1974年以来，栽培漁業などに関する生態学的基礎調査が進めら

れてきているが，その調査水域である水深15m以浅の浅海域における採集標本の中

にパケヌメリが比較的多数確認されている。これは本州沿岸における初めての採集例

と思われるので，ム報ではその生息水城と1976年9月に茨城県東海村沿岸で採集し

た樺太魚12個体の形態について述べる。

本報のとりまとめ及び英文作成において懇篤なる指導助言を賜わった当水試資源部

長大方昭弘博士に，また，校閲をして頂いた当水試渡辺徹場長ならびに標本の同定に

ついて指導を賜わった東京大学海洋研究所助教授沖山宗堆博士に深謝申し上げる。
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材　　　　　　料

標本は茨城県沿岸の主として水深20m以浅の海

域のうち，後述の10水城から83尾が採集された。

採集用具は縦×横がそれぞれ0．6mX3m（a），0．45

mxl．2m（b）及び1mX Z m（C）で，目合が3mmの3

種のビームトロールを用いた。

部位計測に供した標本は1976年9月24日に採集

された体長23．2～53．6郡肌の12尾である。

これらは茨城県東海村白方地先水深5m付近の砂

浜域において，ビームトロール（C）を用いて採集され，

直ちに10％ホルマリン溶液で固定きれたものであ

る。

結　　　　　　果

本県沿岸におけるパケヌメリの生息域の概要を見

るために，採集時期及び採集位置についてTable

l，Fig．1に示した。

調査海域は本県沿岸全域におよぷが，本種の採集

は南は鹿島脛砂浜域のはば中央部に当たる大洋村地

先水深0．3～0．5m付近から，北は北茨城市大津町

の砂浜城までの10水域で，1774年から1977年まで

の期間に17回83尾に遷した。また，採集時期も特

定した季節に限られてはいない。

これらの調査結果から考えて，本県沿岸における

パケヌメリは水深0．3m前後の波打ちぎわから水深

10m前後の浅海砂浜域に主として生息していると

見ることが出来る。

次に，棲木魚の形態について述べる。

標本の観察方法はArail）に準じ，各計測部位に

ついて明記し，このうち，既往の標本の観察結果と

異なる所を述べる。

頭部及び体幹部は縦扁し，尾部は肛門位付近から

著しく側扁する（Fig．2，3）。体幹部以後の背正

中線部及び尾部側線部はわずかにくぼむ。

皮膚はなめらかで，鱗を持たない。体の背面体色

は茶褐色を呈し，黒褐色のモザイク様微小斑紋を持

つが，腹面は淡い茶色または白色をして斑紋を持た

ない。

ー2－

Ibaraki

Pref．

Fig．1・Location of the sampling stations

in the shallow sea area along the

COaSt OfIbaraki Prefecture，during

the period from1974　to1977・

Numeralsin chart represent Lhe

Sampling number．



Tablel．Thelist of sampling dates arldlocations concerning

the dragonet，Draculo　77nrab乙Jis，Obtained by theinv－

estigation for Shallow sea areainIbaraki Prefecture・
ゞ

≡霊：ng oate samplingstation DepLh・m Tご霊ユニf
l April jO，1974　Taiyo Village

2　　　May　　　　5，′′　Shirakata，Tokai Village

3　　　Jun　　　　　3，′′　Otsu fishing port，Kitaibafaki City

4　　　　　〝　　　　　　　′′，′′　　YとISとLShi，　　　　　　　　　　　〝

5　　　　　′′　　　　　14，′′　　Natsumi，Oarai Town

6　　　　〝　　　　　　′′，′′　Tamada，Asahi Village

7　　　September22・1975　Shirakata，Tokai village

8　　January　26，1976　　　′′　　　　　　′′

9　　　　　　　　　　　　　′′，′′　　MufamhtSu，　　　′′

10　　　　　／′　　　　　　　／′，／′　　　　　　〝　　　　　　　　　〝

11　　土Jebruary　27，′′　　　　′′　　　　　　〝

12　　　September24，′′　Shirakata，　　′′

13　　　　　　　　　　　　　　〝　／′　　　　　　〝

14　　　0ctober ZZ，′′　　MuramiltSu，　　　′′

lS February　25，1977　　　′′

l b　　　　　′′　　　　　　　／′，　〝　　　　　　′′　　　　　　　　／′

17　　　　′′　　　　　〝，′′　Nakaminaい）fiShing port，Nakaminato City
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Fig・2　Showing the phoLographs the dorsal and ventral view

of the dragonet・DractL／o Tn乙rab乙l乙∫，50・8mmin body

leIlgth，COllectedinlbaraki Prefecture1974．
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Fig・3　Showing the dorsal andlateral view of the dragonet，

Dracu／o mけab乙∠乙∫，50・8mmin bodylength，COllectedin

Ibaraki Prefecture1974．

体長は頭長の3．0～3．6倍，体高の6．7～9．7倍，尾柄高

の15．2～21．0倍である。頭長は吻長の4，0～4．7倍，眼径

の4・5～5・0倍，両眼間隔の6．1～8．3倍に達する（Table2）。

口は小さく，上顎後端は眼の前縁に達しない。下

顎は上顎よりも突出し，上顎はわずかに伸出する。

下顎唇端には12～17個の乳頭状突起を有し（Fig．

4），両顎には小さな歯を備える。

鼻孔は吻部にあって小さな管状突起を上方に1個

出す。眼は頭部背面に位置し，眼径は吻長よりも小

さく，眼隔城はわずかにくぼみ狭い。

鯉蓋は薄い皮膜で峡部とつながり，鯉孔は背面に

小さく開く。前鯉蓋骨棟は基底における前向棟がな

く，先端部で3～5本に分棟する（Fig．5）。

肛門は小突起を有する。

側線は1本で後頭部から尾鰭基部に延び，項部と

尾柄背面で左右の側線が結合する。体幹部では数回

小分枝し，体幹部中央付近から斜後方へ延びて，背

鰭基部位付近で体側中央に達する。頭部へ延びる側

線は前能義骨棟基部位付近背面で分枝し，一方は服

属直後へ延びて分枝しながら眼の下方へ達する。他

方は更に小分枝しながら前鯉蓋骨頼下方へ延びる。

背鰭は1基で13軟条からなり，前12軟条は単

一形であるが，最後の1条だけは基底部まで分枝し

ている。また，この最後の軟条を倒すと先端は尾柄

背面の側線に達する。

背鰭も13軟条からなる。そのうち前方から12軟

条までは先端部で分枝し，最後の1条だけは基底ま

で分枝する。また，これを倒した時の先端部は尾鰭

基部に達する。

胸鱒は17～19条からなり，腹鰭は1棟5軟条で，

軟条は分枝している。

尾鰭は10条でその上方から1～2条と下方2条を

除く中間の6～7条は先端部で分枝している。

背椎骨は等閑ぎめて24仇
生殖腺についてみると，Sp．脇1～2は共に雌で，

肉眼観察によっても可成り熟した卵粒が卵巣内に認

められた。体長43．9m孤以下の標本については，全標

本のうらの4尾について実休顕微鏡を用いて10倍に

拡大し，性の判定をした。

以上の諸形質のうち，背鰭及び背鰭の部分につい

て，松原2）は「背鰭軟条は分枝し，背鰭は最後の1

本だけが基底まで分れているが，その他のものはみ

な単一形」と述べているが，著者が観察したところ

では，先に述べたように12模本すべての背鰭は最後
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Table2・Res甘Its of morphologlCalmeasurements of the d，ag。n。t．
Drac7L，／0　7n乙rab乙l乙S，SamPled at the shallow sea area　5m

in depth of Shirakata・Tokai Village，Ibaraki Prefecture，

Sep・24，1976・and the results reported by the other authors．

S a m p le d in l b a ra k i P re re c tu r e R e su l ts b y o th e r　t”th o rs ★

S f貯Clm en nu m ber　　　　　　 1 2　 3　 4　 5　 6　 7　 8　 9 10 11 12 A rai（1971）K ob dytLSh i and A be （1962） L i（1955） S nyde r（19 11）

T．L （m m ）　　　　　　　 的．7　6 1．0　55．9　4 1．6　38．7　37．0　36．4　37．1 36．7　3 1．8　30．7　29．2 4 1．6～6 3．1　　　　　　 6．0′－9．6

S ．⊥ （m m ）　　　　　　　 53．6　49．3　43．9　33．8　31．9　28．9　29，5　30．1 28．1 26．1 25．4　23．2 37．9～52．4　　　　　　 4．7～7．5　　　　　　 26～40．5　　　　 35

V e rtebrhe　　　　　　　　　　　 Z4　　 2 4　　 24　　 2 4　　 24　　 24　　 24　　 24　　 24　　 24　　 24　　 24 24～ 25

0 ．　　　　　　　　　　　　　　 13　 13　 13　 13　 13　 13　 13　 13　 13　 13　 13　 13 12～14　　　　　　　 13～14　　　　　　　 14　　　　　 14

A ．　　　　　　　　　　　　　　 13　 13　 13　 13　 13　 13　 13　 13　 13　 13　 13　 13 13～14　　　　　　　 13～ 14　　　　　　　 13　　　　　 13

P ．　　　　　　　　　　　　　　 18　 18　 19　 18　 18　 17　 19　 18　 19　 18　 19　 18 19～2 1　　　　　　 19～20　　　　　　 18～19　　　　 18

Y ．　　　　　　　　　　　　　 1．5 1 ．5　 L S　 1．5　 1．5　 1．5　 1．5　1．5　 1．5　L S　 1．5　 Ⅰ．5 L 5　　　　　　　　　　 6　　　　　　　　 1．5

C ・錘 ・C　　　　　　 l（申 1〔車 10／7 10／7 1（再 1恒 1〔再 10／7 1〔車 1小　 一1（再 ／3＋4～3　　　　　　　　　 ／3～4　　 ／4

S p iny p in ts on　　　 4　 5　 4　 3　 4　 3　 3　 3　 4　 4　 3 （読 ） （綴 t）　　　 2

pTeOpeCularsplne　　　　　　　　　　　　　　　　　　（leA）（i討）
P叩illae Onll）Werlip lb lも　17　16　12　14　13　13　12　15　13　13

S．Un．L

S．UB．D

S．L／D．C．P

n・USn．L

H．リ0．

且．リ1．0．W
H．L／P．L

3．6　　3．3　3，3

6．7　　89　　9．3

17．8　19．7　19．0

4．7　　4．4　　4．1

5．4　　5，4　　5．2

7．3　　6．1　69

1．3　1．4　1．4

3，2　3．5　3．1　32　30　3．1　3．1　3．2　3．2

8．2　8，8　　7．8　8．9　81　74　81　8．7　8．9

18．718．71601fI．316．715．2　20．019．5　21．0

4．0　4．1　4．1　46　4．3　4．5　4．6　4．1　4．1

4．7　4．5　5．4　　5．1　4．5　4．7　5．5　4．5　　5．0

7，4　7．5　7．5　7．6　8．3　7．5　8，3　7．8　7．1

1．4　1．3　1．4　1．5　1．5　1．4　14　1．5　1．3

且．UV．⊥　　　　　　1・8191．71．91．619　2．0　2．01．8　201．71．6

m．UC．L l・11・31．21．31．31．11．31．41．2131，41．Z
Sex　　　　　　　　　　　　　9　　9　　8　　9　　9　　9

3．4～3．7

9．9～10，1

4．7～6

3．8～44

12．7～142

1．1～1，Z

l．5～l，6

1．1～1，2
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★　Araiもrepoft（1971），mOdified

T・L＝Totallength

S・L＝Stamdardlength

D・三DorB且I rin r8y

A・＝Anal fin ray

P・＝Pectral fin ray

V・＝Ventr81rin ray

C・＝Caudal fin ray

B・C＝Branched C且udBL fin rAy

且・⊥＝He札dlength

l）・C・P＝l）epth of caudal peduncule

Sn・LニSnoutlength

O＝EOrbit

二三も＿でJ
Fig．4　Sketch of the papillae on

lowerlip of the dragonet，

βγαC比わ　m　γα九g　∫

の1条だけが基底まで分枝し，残りは単一形であっ

て，背鰭の場合も12標本共に鱒条は先端部で分枝

Ⅰ．0．Wコ［InLer ofbitlll width

P．L＝Peetral flnlength

V．L＝Ventral flnlength

C．L＝Caudal finlength

し，最後の1条は基底まで分枝していた。この点に

っいてはArail）も著者の場合と同様の鰭条観察結

果を報じている。

前鯉蓋骨麻については，小林・阿部8）の稚魚の

例を除き，Arail）及び松原2）は3～4本に分棟し

ていると述べている。著者の観察では多くの場合3

～4本に分棟していたが，Sp。ノ佑2では5本の分林

を持っていた。

次に，吻長，両眼間隔及び尾鰭長に対する頭長の

大きさは，それぞれ4．0～4．7倍，6，1～8．3倍及び

1．1～1・4倍を示し，吻長及び尾鰭長に対する頭長の

比率はArail）の結果より小さく，両眼間隔に対す

るそれはArail）よりも大きい。
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二ノ一一二
Fig．5　Sketches for variations

Of splny POints on preo－

PeCular splne Of the dr－

agonet，prαC払Jo m乙γαム乙／乙タ，

COllcct，ed in the coast

Of Tokai Village，Ibaraki

PrefecLure，Sep．24，1976．

A：sp・脇4　B：sp．脇もヱ

C：sp・瓜沌／
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